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要約 

 本研究の目的は，分数学習における子どもの「もと」の認識を捉えるにあたり，有効となる理論

について明らかにすること，分数学習にみる子どもの「もと」の認識の実際及び，「もと」を捉えて

いく過程の様相を示すことの二点であった。また，目的遂行に向けて下位課題を三点定めた。それ

らの課題を遂行するなかで，Unitizing  Norming  Partitioningが「もと」の認識を捉えるにかなう分

析枠組みであることを理論的 事例的に示したり，分数学習における子どもの「もと」の認識の実

態及び，「もと」を捉えていく過程の実態を事例とともに示したりした点が本研究の成果である。 
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１． 研究の背景と目的 

算数 数学において，分数を理解することは

重要なものである  e.g. Lamon, 2020）。ただし，

それを理解することは，学習者にとって困難性

を伴うものであることも，長年指摘され続けて

いる e.g. 能田, 1991；国立教育政策研究所, 

2025）。以上を踏まえ本研究は，算数科において

子どもが分数に係る概念をより円滑に形成でき

るようになることを目指し，より良い分数カリ

キュラムの在り方を志向するものである。そこ

で，分数に着目した先行研究を概観したところ，

分数学習において「1」にあたるものを捉えるこ

とに困難性を抱える様子が確認された e.g. 吉

田, 2005）。また，分数を理解していくうえでは，

分数の大きさに対する「1」へと意識を転向させ

ることが重要である点に言及する様子も確認さ

れる Lamon, 2020）。子どもの実態及び本指摘

を踏まえると，分数学習では 「1」にあたるもの

を適切に掌握していくことが肝要になると考え

られる。さらに，算数科では 「1」にあたるもの

が「もと」という語を伴って表現されることも

多い．実際に，分数単元においても「もとの大

きさ」といった語が用いられる様子を確認する

ことができる e.g. 寺垣内他, 2023）。そして，

この「もと」を捉えていくことは，分数学習に

限らず，割合学習においてもその重要性が指摘

されている  熊倉他, 2022）。この点からは，「も

と」を適切に把握することは，算数 数学全般

で重要となる点も示唆される。ただし，分数学

習における「もと」の着目した研究は管見の限

り確認されない。また，そこで子どもが「もと」

をどのように認識しているかといった視点から

の研究も見当たらない。 

そこで本研究の目的として，次の二点を設定

した。第一に，分数学習における子どもの「も

と」の認識を捉えるにあたり，有効となる理論

について明らかにすること。第二に，分数学習

にみる子どもの「もと」の認識の実際及び，「も

と」を捉えていく過程の様相を示すこと。 

そして，目的遂行に向けた下位課題として，

以下の三点を設定した。 

 1）分数学習における「もと」を研究対象とす

ることの必要性について検討する。 

 2）分数学習における子どもの「もと」の認識

を捉えるうえでの分析枠組みについて検

討する。 

 3）分数学習における子どもの「もと」の認識

の実態及び，「もと」を捉えていく過程を実
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態とともに示す。 

 以上を踏まえ本稿では，成果報告書に基づく

ことから，上述の課題遂行を志向して実施され

た本研究の概要及び，そこでの成果を示す。 

 

２． 成果報告書の章構成 

 執筆した成果報告書の章構成は，以下の通り

である。 

序章 本研究の目的と方法 

【第 I部】算数科の分数学習における「もと」

を研究対象とすることの必要性 

第 1章 算数科における分数学習の重要性と課

題 

第 2章 分数学習にみる「もと」の認識への着

眼 

【第Ⅱ部】算数科の分数学習にみる「もと」の認

識を捉える理論枠組みの追究 

第 3章 分数学習における「もと」の認識を捉

える理論的視座の検討 

第 4章 「もと」の認識を捉える分析枠組み

Unitizing Partitioning Normingの援

用可能性の検討 

【第Ⅲ部】算数科の分数学習にみる「もと」の

認識に係る調査分析 

第 5章 分数学習における Unitizing Norming

の様相 

第 6章 Reasoning up and downの過程にみる「も

と」の認識の様相 

終章 本研究のまとめと今後の課題 

参考文献 資料 謝辞 

 本研究の成果報告書は，3 部による 6 章構成

で執筆された。なお，各部は 2章ずつで構成さ

れ，それらに序章と終章を加えることとした。 

 

３．成果報告書の概要及び成果 

 本章では，成果報告書の内容に基づき，各章

の概要及び，そこでの成果を示す。 

 

3.1 第Ⅰ部 ：算数科の分数学習における「もと」

を研究対象とすることの必要性 

 第 1章：算数科における分数学習の重要性と課

題 

第 1章では，まず分数に着目したいくつかの

研究をもとに，分数の興り及び実用性について

考察した。そこでは，分数は実用的価値や数と

しての柔軟性を有するものであるうえに e.g. 

石川, 1997 ；Lamon, 1994），そのような実用的価

値のある分数を学習することは，算数科に留ま

らず数学の発展にも寄与することが確認された

 e.g. Lamon, 2020；Vergnaud, 1983）。また，こ

れまでの分数教育の歴史的変遷を整理した研究

を概観することから，分数単元の開始時期や各

学年で扱われる「分数の機能」は一様ではなく，

カリキュラムの在り方自体が定まりきっていな

い様子が確認された  e.g. 石川, 1998）。さらに，

現行の算数科教科書の分析を通して，分数学習

のよりよい在り方を志向するうえでは，第一義

と第二義をつなぐ学習指導の在り方を模索して

いく必要性が示唆された。しかし，第一義とし

ての分数であっても，その理解には困難を伴う

様子が確認されているため，まずは第一義とし

ての分数概念を円滑に形成していくことが喫緊

の課題である点を指摘した。その後，分数学習

にみる困難性を整理するなかで，本研究では分

数学習における「1」に着目することを明示した。 

 第 2章：分数学習にみる「もと」の認識への着

眼 

第 2章では，分数学習における「もと」に着

目することの重要性や必要性について検討した。

そこでまず，算数科教科書における用語「もと」

の使われ方について分析及び考察を行った。そ

の結果，算数科教科書にみる用語「もと」は大

きくは 3種類に分類されることや，第 2学年の

分数単元において初めの original）という意味

での「もと」を重視した学習指導の必要性が示

唆された  升谷  下 , 2025a）。ただし，ここで

の分析対象は「もと」という語であり，それが
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示す対象の重要性までは考察できていなかった

ため，先行研究を概観することから，分数学習

における「もと」の重要性について整理した。

そこでは第 1章と同様に，分数の大きさに対す

るもとの大きさを特定することの重要性が示唆

された  e.g. Lamon, 2020）。そしてここまでの知

見を踏まえ，第 2学年の分数学習を対象に，「も

との大きさ」に対する認識の実態を捉えること

を意図した調査を実施し，そこでの子どもの様

相を分析することから，もとの大きさに対する

認識の特徴を 3点指摘した 升谷他, 2024）。 

 第Ⅰ部に関する研究課題及び，そこでの成果

は以下の通りである。 

○研究課題 1：分数学習における「もと」を研

究対象とすることの必要性について検討す

る。 

○課題 1に対する成果：分数学習にみる困難性

が様々に確認されるなかでも，分数学習にお

ける「もと」に着目することの必要性及び重

要性を明示できた点が，本課題の遂行するな

かでの成果である。また，第 2学年の分数学

習を対象とした調査を実施することから，重

要性が確認された「もとの大きさ」の認識の

実態を示したことも成果の 1つである。 

3.2 第Ⅱ部：算数科の分数学習にみる「もと」

の認識を捉える理論枠組みの追究 

 第 3章：分数学習における「もと」の認識を

捉える理論的視座の検討 

第 3章では，分数学習にみる「もと」の認識

を捉えるにかなう理論枠組みについて検討した。

そこでまずは，諸外国にみる分数に関する研究

を概観することから e.g. Robert et al., 2011），

Susan J. Lamonの研究に着目することを示した。

また，氏による研究のいくつかを概観し，氏の

研究関心の推移や分数に係る論考について整理

した  e.g. Lamon, 1994 ；1996 ；2007 ；2020）。そ

して，本研究と Lamonの研究との関連について

考察することを通して，氏の研究を本研究の理

論的視座とすることの妥当性を示した。その後，

Lamonの提唱する，Reasoning up and downに着

目し，「もと」への意識化を図る学習指導への示

唆を得ることを試みた。そこでの算数科教科書

にみる Reasoning up and downの要素を含む問題

の扱いに係る分析結果からは，1 が明示的でな

い状況下における Reasoning upの過程を含む教

材を開発することや，Reasoning up and down

に従事することのできる教材について検討する

必要性が示唆された。さらに，Lamonの研究に

基づき「もと」の認識を捉えるにかなう理論枠

組みについて検討した  e.g. Lamon, 1994 ；1996）。

その結果，Unitizing Norming Partitioning は，

問題解決過程にみる「もと」の認識を捉えるに

かなう分析枠組みであることが示唆された。 

 第 4 章： 「もと」の認識を捉える分析枠組み

Unitizing Partitioning Normingの援用可能性

の検討 

第 4章では，分数学習における「もと」の認

識を捉える分析枠組みとして，Unitizing 

Norming  Partitioningの援用可能性について事例

的に検討した。そこでまずは，第 2学年の分数

学習を対象に「もとの大きさ」を見いだすこと

を重視した実験授業Ⅰを計画，実施した。そし

て，Unitizing  Normingを枠組みに，抽出児童ら

の「もとの大きさ」を見いだす様相の分析を行

うことから，それらが「もと」の認識を詳細に

記述できる枠組みである点が示唆された。また，

分析結果をもとに，もとの大きさを見いだした

り，もとの大きさと分数の大きさとの関係を捉

えたりする局面で重要となるUnitizing  Norming

の特徴も指摘した 升谷, 2024a；Masutani & 

Shimomura, 2024）。次に，Partitioningの援用可能

性を検討することを目的に，第 3学年の分数学

習を対象とした実験授業Ⅱを計画，実施し，

Unitizing Partitioning を枠組みとした分析を行

った  升谷 下 , 2025b）。その結果，Unitizing  

Normingと同様に Partitioningも，問題解決過程

にみる「もと」の認識を詳細に記述することの
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できる枠組みである点が示唆された。以上の分

析結果をもとに，Unitizing  Norming  Partitioning

は分数学習における「もと」の認識を捉えるに

かなう分析枠組みであることを示した。 

第Ⅱ部に関する研究課題及び，そこでの成果

は以下の通りである。 

○研究課題 2：分数学習における子どもの「も

と」の認識を捉えるうえでの分析枠組みにつ

いて検討する。 

○課題 2に対する成果：Lamonの研究を視座

とすることから，Unitizing Norming 

Partitioningが「もと」の認識を捉えるにかな

う分析枠組みであることを理論的に示した。

また，援用可能性が示唆された枠組みを用い

て分数学習における子どもの様相を分析する

なかで，それらが分数学習における「もと」

の認識を捉えるにかなう分析枠組みであるこ

とを事例とともに示した。 

3.3 第Ⅲ部 算数科の分数学習にみる「もと」の

認識に係る調査分析 

 第 5章：分数学習における Unitizing  Norming

の様相 

第 5 章では，Unitizing Norming 及びそこで

の「もと」の認識をより詳細に捉えるために，

まずは Unitizing Normingを能力とみなすこと

の妥当性やその価値について検討した。そこで

は，Lamonの研究にみる Unitizing Normingの

捉えを紐解くことから，それらを能力とみなす

ことの妥当性を理論的に示すとともに，能力と

することによりその伸長や段階性を示すことが

できる可能性があることを示した Lamon, 

1994）。また，Unitizing  Norming能力の実態及

び，そこでの「もと」の認識を詳細に捉えるこ

とを意図した実験授業Ⅲを計画，実施し，子ど

もの様相を分析することから，Unitizing 

Norming 能力 A 下位単位単一ユニット型）と

Unitizing  Norming能力 B  下位単位合合ユニッ

ト型）の存在 図 1）及び，そこには段階性がみ

られることを示した 升谷他, 2025）。 

 

 

図 1 実験授業Ⅲの問題解決過程における

Unitizing・Norming 能力（升谷他，2025） 

 

 第 6章：Reasoning up and downの過程にみる

「もと」の認識の様相 

第 6章では，分数学習における Reasoning up 

and downにみる「もと」の認識を捉えることを

目的に，Reasoning up and downの過程にみる子

どもの様相についての事例分析を行った。そこ

でまず，小学校第 6学年を対象とした実験授業

Ⅳを計画，実施し，小学校最終学年にみる

Reasoning up and downの様相の実態を捉えるこ

ととした。そこでは，抽出児童 Otと Tyにみる

Reasoning up and downの様相を比較することか

ら，問題解決過程にみる Unitizing Norming 

Partitioningの特徴及びそれらの関連について考

察した。その結果，問題解決過程にみる

Unitizing  Norming  Partitioningの特徴やUnitizing

が Partitioning や Norming に伴って発揮されて

いることを指摘した  升谷, 2024b）。他にも，問

題解決過程にみるUnitizingには，問題解決に向

けてもとにするものを都度適切に定める適切性

が必要となる点も指摘した  升谷, 2024b）。さら

に，第 2学年を対象としたReasoning up and down

にみる「もと」の認識を捉えることを意図し，

実験授業Ⅴも実施した。その結果，Reasoning up 

and downでは，まず Reasoning upを遂行できる

こと及び，問題状況に整合する適切なUnitizing
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が重要となること，Reasoning upから downに至

るうえでは，他者の Partitioningと接することが

重要となることが確認された 升谷, 2025）。 

第Ⅲ部に関する研究課題及び，そこでの成果

は以下の通りである。 

○研究課題 3：分数学習における子どもの「も

と」の認識の実態及び，「もと」を捉えていく

過程を実態とともに示す。 

○課題 3に対する成果：調査Ⅲ及び調査Ⅳ，調

査Ⅴの分析を通して，分数学習における子ど

もの「もと」の認識の実態及び，「もと」を捉

えていく過程の実態として，以下の 3 点を指

摘した。 

 Unitizing Norming 能力には，Unitizing 

Norming 能力 A 下位単位単一ユニット型）と

Unitizing  Norming能力 B  下位単位合合ユニッ

ト型）が存在すること 図 1）。また，そこには

段階性もみられること。 調査Ⅲ） 

 Unitizingが PartitioningやNormingに伴って発

揮されていること。また，問題解決過程にみる

Unitizingには，問題解決に向けてもとにするも

のを都度適切に定める適切性が必要となるこ

と。 調査Ⅳより） 

 Reasoning up and downでは，まず Reasoning up

を遂行できることと問題状況に整合する適切な

Unitizing が重要となること。Reasoning upから

down に至るうえでは，他者の Partitioning と接

することが重要となること。 調査Ⅴより） 

 

３．今後の課題 

 前章にて示した通り，本研究の遂行により

様々な成果が得られたものの，以下の三点は今

後の課題として残されている。 

 第一に，発達段階にみる「もと」の認識の実

態を捉える追調査を行うことである。本研究の

調査では，対象学年が限定的であったうえに，

Unitizing Norming 能力については，第 2 学年

の分数学習の様相の考察に留まっている。他学

年の分数学習にみる「もと」の認識及び，そこ

での Unitizing Norming能力を測定することが

できれば，新たな示唆を得られる可能性もある。 

第二に，他者との相互作用を捉えることので

きる枠組みについて検討することである。本研

究では，「もと」の認識の変容過程において，他

者による影響が一定確認された。ただし，この

点については偶発的なものである可能性が拭い

切れない。何より，他者との相互作用による影

響を捉えることのできる枠組みがあれば， 「もと」

を認識するに至るうえでの新たな重要点を指摘

できる可能性もある。 

第三に，分数カリキュラムの再考に向けて，

他の困難性やカリキュラムの在り方自体につい

て検討することである。分数学習における様々

な困難性のうち，本研究では「もと」に関する

困難性に特化した考察を行ってきた。また，カ

リキュラムの改善に向けては，第一義 第二義

といったより大局的な視点に基づきカリキュラ

ムを眺めていくことも必要となるであろう。 

以上の諸点について検討することが，今後に

残された課題である。 
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